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1 現代倫理
倫理学を基調として現代の青年たちに欠落している面を
追及し、｢全人教育｣に向ける。｢生きる｣ことの意味を考
察させることから、さらに｢働く｣ことの意味を考えさせる。

齋藤照安
高等学校校長及び
専門学校校長として

の実務経験
1 30 60 4 講義

2
相談援助の基盤
と専門職Ⅰ

相談援助の理論を基盤とした対人援助職の基礎的学習
を行う。同時に、介護職の基本である多職種連携の重
要性のもと、それぞれの役割と機能を考える。

井川真世

特養、老人デイサービ
スセンターにおける社
会福祉士、介護支援専
門員としての実務経験

1 15 30 2 講義

3
チームマネジメン
ト論

現場で起こりうる課題を題材にした事例を活用し、ケー
ズメゾットによる学習を通して業務課題の発見や、リー
ダー・フォロワーの役割について義自的に考える。

川﨑誠之

特別養護老人ホー
ムにおける生活相
談員としての実務経

験

1 15 30 2 講義

4 社会福祉概論

社会福祉全般にわたる概念や価値について学び、他の
各論との接点を見出す。同時に、実践場面において、そ
れらの概念や価値がどのように生かされるのかについ
て学ぶ。

井川真世

特養、老人デイサービ
スセンターにおける社
会福祉士、介護支援専
門員としての実務経験

1 30 60 4 講義

5 老人福祉論Ⅰ

少子・高齢化の現状、要介護高齢者と家族の現状につ
いて学び、それらを支える法制度として、介護保険法の
功罪について学ぶ。同時に、福祉・介護の仕事の基盤と
なる法制度について学ぶ。

加藤浩和
特養、老人保健施設に
おける介護福祉士とし

ての実務経験
1 15 30 2 講義

6 障害者福祉論Ⅰ

障害観と自立観、障害者の実態について学び、それら
お支える法制度として、障害者総合支援法の功罪につ
いて学ぶ。同時に、障害者政策をめぐる国際動向と障害
者権利条約について学ぶ。

石田麗 － 1 15 30 2 講義

7 介護概論Ⅰ
介護の目的、機能、範囲を理解し、専門職業としての介
護を理解する。利用者様の尊厳を支える介護、自立に
向けた介護、介護サービスを理解する。

山田英介

特養、有料老人ホー
ム、における介護福
祉士としての実務経

験

1 30 60 4 講義

8 介護概論Ⅱ
介護福祉士を取り巻く状況、介護福祉士の役割と機能
を支えるしくみ、介護従事者の倫理、介護における安全
の確保とリスクマネジメント等の概念を明確にする。

山田英介

特養、有料老人ホー
ム、における介護福
祉士としての実務経

験

2 30 60 4 講義

9 チームケア論

最適なサービスが独善的にならず、総合的・包括的に提
供されることの必要性を知り、そのために専門職、家族
や地域が連携し、切れ目なく一体的に支援していくこと
の重要性を考える。

隈本つばさ
老人保健施設にお
ける介護福祉士とし
ての実務経験

1 15 30 2 講義

10
リハビリテーショ
ン論

リハビリテーションにおける尊厳を支える介護の考え方、
自立に向けた介護展開方法を学ぶ。ICFの視点に基づ
いた利用者のアセスメントができる。

荒木綾子
総合病院における
理学療法士としての

実務経験
1 15 30 2 講義

11
形態別コミュニ
ケーション技術

人間関係の形成・障害への支援的対応・情報授受や保
管に関する文章記録の技術、これらの側面に対応する
コミュニケ―ション技術の必要性を学ぶび、習得する。

冨口真佐志
隈本つばさ
山田英介

介護福祉士、養護
教諭、、手話通訳士
としての実務経験

2 30 60 4 講義

12
生活支援技術
（概論）

生活支援の内容と、支援が目指す生活の質を理解す
る。利用者を「生活者」としてとらえ、自立に向けた援助
方法を学ぶ。

隈本つばさ
加藤浩和

老人保健施設にお
ける介護福祉士とし
ての実務経験

1 15 30 2 講義

13
生活支援技術
（住居）

生活者の自立に向けた快適で安全な住環境の整備に
必要な知識、技術を身につける。それを実現する技術と
方法や居住環境の整備を実現できる能力を養う。

外山知徳 － 2 15 30 2 講義

14
生活支援技術
（被服）

高齢者・障害者を「生活者」という観点で考え、被服生活
を支援する上で必要な知識、技術を身につけ、介護の
場面を想定し、実践力を身につける能力を習得する。

伊藤知圭子 － 2 15 30 2 講義

15
生活支援技術
（調理）

高齢者・障害者の状況および介護者自身にあった栄養
と調理について専門的知識・技術を身につけ、利用者の
身体と心の健康づくりに役立て、潤いのある充実した食
生活が創造できる支援者としての能力を養う。

伊藤知圭子
総合病院における
調理師としての実務

経験
2 15 30 2 講義

16
生活支援技術Ⅰ
（介護）

利用者の自立を目指した生活支援、潜在能力を引き出
すとは何かを考え、安全・安楽を踏まえた基礎的な知識
や技術、態度を習得する。

隈本つばさ
加藤浩和

老人保健施設にお
ける介護福祉士とし
ての実務経験

1 30 60 4 演習

17
生活支援技術Ⅱ
（介護）

障害のある要介護者の尊厳を保持し、生活の中でどの
ような困難を抱えているのかを見極める力を養う。同時
に、障害そのものへの理解を深める。

隈本つばさ
加藤浩和

老人保健施設にお
ける介護福祉士とし
ての実務経験

2 15 30 2 演習

18
レクリエーション
論

レクリエーションの果たす役割を理解するとともに、具体
的な方法や、コミュニケ―ションの基本を身につけ、レク
リエーション支援者としての在り方を学ぶ。

和久田一夫
障がい者施設にお
ける福祉レクリエー
ションワーカー

1 15 30 2 講義

19
レクリエーション
活動援助技法

レクリエーションの提供を効果的に行うためのコミュニケ
―ション技術や、ホスピタリティの構築方法を考えるとと
もに、実技を通じて計画作成能力・実践能力を身につけ
る。

和久田一夫
障がい者施設にお
ける福祉レクリエー
ションワーカー

2 30 60 4 講義

20 介護過程Ⅰ
介護計画の意義を考え、個別性・尊厳・倫理に基づいた
介護過程の展開ができるよう、基本的な介護過程の構
成、ICFに対する理解を深める。

石田麗
障がい者支援施設
における介護福祉
士としての実務経験

1 45 90 6 講義

21 介護過程Ⅱ
知識や技術を統合し、ニーズを捉える視点を養う。具体
的な事例から、情報収集の展開、介護過程の実践的な
展開を行い、評価・再アセスメントの重要性を考える。

加藤浩和
障がい者支援施設
における介護福祉
士としての実務経験

2 30 60 4 講義

22 介護総合演習Ⅰ
介護実習を行ううえでの介護福祉士としての心構え、社
会人としてのマナーを理解し、利用者の個別性を尊重し
た介護実践に発展できる能力を養う。

隈本つばさ
加藤浩和
山田英介

老人保健施設、障害者
支援施設、特養、有料
老人ホーム、における
介護福祉士としての実

務経験

1 15 30 1 演習

23 介護総合演習Ⅱ
介護福祉士としての自覚を促し、実習での経験を重ねな
がら、専門職に求められる資質や総合的な能力を習得
する。

隈本つばさ
加藤浩和
山田英介

老人保健施設、障害者
支援施設、特養、有料
老人ホーム、における
介護福祉士としての実

務経験

2 45 90 3 演習

24 介護実習Ⅰ
さまざまな生活の場における個人の生活を理解したうえ
で、個別ケアを考え、コミュニケ―ションの実施、他職種
協働を通じ介護福祉士としての役割について理解する。

隈本つばさ
山田英介
加藤浩和

特養、有料老人ホー
ム、障害者支援施設に
おける介護福祉士とし

ての実務経験

1 60 120 3 実習

25 介護実習Ⅱ
個別性理解のもと介護計画の立案・実施・評価を行う。
具体的な介護サービス提供の基本となる実践力を養
い、チームの一員として他職種連携の重要性を学ぶ。

隈本つばさ
山田英介
加藤浩和

老人保健施設、障害者
支援施設における介護
福祉士としての実務経

験

2 180 360 9 実習

１．介護福祉士に求められる役
割と機能を理解し、専門職とし
ての態度を養う。

２．介護を実践する対象、場に
よらず、様々な場面に必要とさ
れる介護の基礎的な知識・技
術を習得する。

３．本人、家族等との関係性の
構築やチームケアを実践する
ための、コミュニケーションの基
礎的な知識・技術を習得する。

４．対象となる人の能力を引き
出し、本人主体の生活を地域
で継続するための介護過程を
展開できる能力を養う。

５．介護実践における安全を管
理するための基礎的な知識・
技術を習得する。

６．各地域での学びを統合し、
介護実践に必要な観察力・判
断力及び思考力を養う。

介護福祉学科　授業科目概要（2025年度）

科目区分

介
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人
間
と
社
会

16

１．福祉の理念を理解し、尊厳
の保持や権利擁護の原点及び
専門職としての基盤となる倫理
観を養う。

２．人間関係の形成やチーム
で働く力を養うための、コミュニ
ケーションやチームマネジメン
トの基礎的な知識を身に着け
る。

３．対象者の生活を地域の中
で支えていく観点から、地域社
会における生活とその支援に
ついての基礎的な知識を身に
つける。

４．介護実践に必要な知識とい
う観点から、社会保障の制度、
施策についての基礎的な知識
を身につける。

５．介護実践を支える教養を高
め、総合的な判断力及び豊か
な人間性を養う。

介
護 62
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26
発達と老化の理
解Ⅰ

人間の成長と発達の観点から老化を理解し、各発達段
階での発達課題、心身機能の変化の特徴に関する基礎
的知識を習得する。

本多祥子
総合病院における
看護師としての実務

経験
1 15 30 2 講義

27
発達と老化の理
解Ⅱ

老年期のある人の身体的・心理的・社会的側面の変
化、特徴を理解し、高齢者を多面的に理解できる力を養
う。「老い」や「死」について考え、自己の死生観・幸福
感・老年観の確立に結びつける。

本多祥子
総合病院における
看護師としての実務

経験
2 15 30 2 講義

28 認知症の理解

認知症の医学的側面、種類、特徴、介護方法などの認
知症に関する基礎知識を習得し、認知症の人の理解に
結びつける。認知症を取り巻く環境、チームアプローチ、
家族支援などの視点を養う。

　加藤浩和
老人保健施設にお
ける介護福祉士とし
ての実務経験

1 30 60 4 講義

29 障害の理解Ⅰ

障害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を
習得する。障害のある人の体験を理解し、本人のみなら
ず家族を含めた周囲の環境びも配慮した介護の視点を
学ぶ。＜概論＞

三嶋秀子
病院における看護
師としての実務経験

1 15 30 2 講義

30 障害の理解Ⅱ

障害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を
習得する。障害のある人の体験を理解し、本人のみなら
ず家族を含めた周囲の環境びも配慮した介護の視点を
学ぶ。＜各論＞

三嶋秀子
病院における看護
師としての実務経験

2 15 30 2 講義

31 からだのしくみ
医学概論で学んだ身体のしくみをさらに深め、人体の構
造や機能の知識を理解した上で、根拠に基づいた適切
な介護の展開ができる。

三嶋秀子
病院における看護
師としての実務経験

2 15 30 2 講義

32 医学一般

介護を行う上で心身機能と身体構造は、当然必要で理
解しておかなければならない知識である。利用者の病態
を正しく理解し、対応を知ることによって、安全でより充
実した介護サービスが提供できるよう知識を深める。

三嶋秀子
病院における看護
師としての実務経験

1 15 30 2 講義

33 こころのしくみ
介護実践に必要な知識という観点から、こころのしくみに
ついての知識を養う。

三嶋秀子
病院（精神科）における
精神科看護師長として

の実務経験
2 15 30 2 講義

34 心理学
心理学理論による人の理解とその技法の基礎について
理解する。人の成長、発達と心理との関係について理解
する。

土屋廣人
児童相談所におけ
る臨床心理士として
の実務経験i

1 15 30 2 講義

35 医療的ケアⅠ
福祉領域の専門家である介護福祉士が、医療分野の理
念や倫理を理解し、喀痰吸引・経管栄養についての基
礎的知識を習得する。

三嶋秀子
小林涼

総合病院における看護
師・保健師としての実

務経験
1 30 60 4 講義

36 医療的ケアⅡ
喀痰吸引・経管栄養・救急蘇生の実施手順、留意点を
理解し、安心・安全・安楽に基づいた技術を身につける。

三嶋秀子
小林涼

総合病院における看護
師・保健師としての実

務経験
2 15 30 2 講義

37 ビジネス実務

職業教育・キャリア教育の必要性と重要性が益々高まっ
てきている中で、学生のキャリアビジョンを構築していく。
同時にビジネス能力の向上が図れるよう、ビジネス能力
検定ジョブパス３級の検定資格取得を目指す。

伊藤知圭子 － 1 30 60 4 講義

38 就職指導
学生が自分の能力と適性にあった施設･病院に就職す
るには、自分自身を客観的に知り、施設・病院側の情報
を収集し、筆記試験や面接試験の準備を行う。

原木伴美 － 2 15 30 2 講義

39
ゼミナール（福祉
研究）Ⅰ

介護福祉士の役割として、実施している介護が科学的
根拠に裏付けられたものであるかを実証していくことの
意義を考え、論拠と主張を持って他者にわかるよう論述
する方法を学ぶ。

隈本つばさ
山田英介
三嶋秀子

老人保健施設にお
ける介護福祉士とし
ての実務経験

1
2

30 180 12 講義

合計 1,035 2,190 122

945 2,010 110
90%

6

医療的ケアが必要な人の安全
で安楽な生活を支えるという観
点から、医療職との連携のもと
で医療的ケアを安全・適切に実
施できるよう、必要な知識・技
術を習得する。

介
護
福
祉
士
養
成
課
程
専
門
科
目

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

20

１．介護実践に必要な根拠とな
る、心身の構造や機能及び発
達段階とその課題について理
解し、対象者の生活を支援す
るという観点から、身体的・心
理的・社会的側面を統合的に
とらえるための知識を身につけ
る。

２．認知症や障害のある人の
生活を支えるという視点から、
医療関連職種と連携し支援を
行うための、心身の機能及び
関連する障害や疾病の基礎的
な知識を身につける。

３．認知症や障害のある人の
心身の機能が生活に及ぼす影
響について理解し、本人と家族
が地域で自立した生活を継続
するために必要とされる心理・
社会的な支援について基本的
な知識を養う。

医
療
的
ケ
ア

関
連
分
野

共
通 18

本学独自のカリキュラム内容で
あり、今後職業人として活躍す
るために必要な内容を取り入
れ、職業人としてのスキルを強

化する。

実務経験者合計


